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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
近年，腹腔鏡下小児鼠径ヘルニア手術が開発され，広く普及しつつある．われわれの施設では径
2mmの細径内視鏡と鉗子を用いて行なってきたが，initial portの挿入が盲目的になること，細径内
視鏡の普及がないことより標準術式となっていない．われわれは低侵襲かつ整容的条件を満たす術式
になる Single incision laparoscopic percutaneous extraperitoneal closure（SILPEC）を開発し，
その術式を検討した． 
【対象】 
2009年 10月より 2010年 4月までの 7ヶ月間に SILPEC法を行った 0〜15歳の鼠径ヘルニア，陰嚢
水腫 62症例（男 34例，女 28例）を対象とした． 
【方法】 
臍部に縦切開，あるいは臍輪下縁弧状切開を置き，Open Hasson法にて 5㎜ initial port，鉗子用
ポートを同創部より挿入する．非吸収性縫合糸×2本を把持したラパヘルクロージャーを開大した内
鼠径輪上縁に穿刺し，内鼠径輪上縁より腹膜と腹膜前筋膜後葉の間を全周性に運針する．内鼠径輪全
周にかかった縫合糸を体外結紮する．男児では精管，精巣動静脈を腹膜より剥離しながら全周性に閉
鎖するが，女児では円靱帯を巻き込み運針し，結紮する．上記の方法で内鼠径輪閉鎖を行う． 
【結果】 
腹腔鏡下に内鼠径輪開大を認めたのは片側 32例（右:22 例，左:10例），両側 30 例であり内鼠径
輪開大の所見あれば全て閉鎖した．平均手術時間は従来の LPEC 法とほぼ変わりなく追加トロッカー
の挿入も必要なく，術中偶発症はなかった．術後経過にも問題はなく，再発をはじめとした合併症も
なかった． 
【結論】 
Single incision による LPEC は安全に施行することが出来，整容面に関する満足度も高く，有用
なヘルニア手術法の一つとなりうると思われる． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
近年，腹腔鏡下小児鼠径ヘルニア手術が開発され，広く普及しつつある．従来は径 2mm の細径内
視鏡と鉗子を用いて行なってきたが，initial port の挿入が盲目的になること，細径内視鏡の普及が
ないことより標準術式になっていない．本研究は低侵襲かつ整容的条件を満たす術式になる single 
incision laparoscopic percutaneous extraperitoneal closure（SILPEC）を開発し，その有用性を評
価したものである． 
 対象には 2009 年 10 月より 2010 年 4 月までの 7 ヶ月間に SILPEC 法を行った 0〜15 歳の鼠径ヘ
ルニア，陰嚢水腫 62 症例（男 34 例，女 28 例）を用いた． 
 手術方法は，臍輪下縁弧状切開を置き Open 法で 5 ㎜のスコープ用と鉗子用のポートを同創部より
挿入した．非吸収糸 2 本を把持した特殊針（ラパヘルクロージャーTM）をヘルニア門である開大し
た内鼠径輪上縁に穿刺し，内鼠径輪上縁より腹膜と腹膜前筋膜後葉の間を全周性に運針した．内鼠径
輪に巾着縫合を行ない，縫合糸を体外から結紮した．男児では精管，精巣動静脈を腹膜より剥離しな
がらラパヘルクロージャーを用いて全周性に閉鎖した．女児では円靱帯とともに巾着縫合してヘルニ
ア門を閉鎖した．この方法で従来法の Potts 法と同等のヘルニア嚢の高位結紮が行なうことができた． 
結果として，腹腔鏡下に内鼠径輪開大を認めた片側 32 例（右:22 例，左:10 例），両側 30 例を SILPEC
法により閉鎖した．トロッカーの追加も不要であった．術中偶発症はなく，術後経過も問題なく，観
察期間中の再発は認めていない． 
以上，single incision による LPEC は安全に施行することができ，整容面に関する満足度も高か
った．手術時間も従来の Potts 法より短く，低侵襲と評価できる有用な小児の鼠径ヘルニア手術法に
なりうることが示された． 
本研究は、鼠径ヘルニア，陰嚢水腫の手術を単孔式に行った初めての報告であり，低侵襲で整容面
に関する満足度の高い SILPEC は今後，標準的な術式になりうることが期待される．よって本研究
は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された． 
